
産業交通水道委員会要求資料 

令和４年２月 

交  通  局 

 

 

１ 令和４年３月実施の市バス新ダイヤにおける系統別減便回数について 

 

２ 市バス１２号・５９号系統における経路変更後の状況確認について 

 



※１ 甲系統及び乙系統で，１系統とカウント 

※２ 乙系統：右回り（時計回り），甲系統：左回り（反時計回り） 

※３ 特３７号，５２号，６９号，７０号，特西４号及び南２号系統は，公共交通の利用促進を図る

モビリティ・マネジメントに取り組んでいるため，減便いたしません。 

※４ ８６号系統及び北３号系統は，各系統の一部ダイヤを民間バス事業者に運行いただき，輸送力を

確保します。 

 

１ 令和４年３月実施の市バス新ダイヤにおける系統別減便回数について  

 

現行ダイヤの 

運 行 回 数 
対 象 系 統 

新ダイヤにおける 

減 便 回 数 

３０回未満 

（１８系統） 

８，１９，２０，３１，４２， 

４３，５１，５８，６５，６７， 

７５，７８，８４，８８，西４， 

南１，南３，南８ 

０回 

３０回以上～５０回未満 

（２４系統） 

 ６，１０，１１，１５，１６， 

２２，２８，２９，３２，３３， 

５５，７１，７３，８０，９１， 

２０８，北８，西１，西３，西５，

西６，西８，南５，Ｍ１ 

１回 

５０回以上～７０回未満 

（１２系統） 

 ４，１７，１８，２６，２７， 

３７，５９，９３，北１ 
２回 

１，１２，８１ ３回 

７０回以上 

（１４系統※１） 

１３，４６，５０，２０２，２０４ ４回 

 ３，２０３ ５回 

 ５，９，２０１，２０６乙※２， 

２０７，西２ 
６回 

２０６甲※２ ７回 

２０５乙※２ ８回 

２０５甲※２ １１回 

 

 

 

 

 

 



２ 市バス１２号・５９号系統における経路変更後の状況確認について 
（１）関係者からの聞き取り 

ア 確認年月及び回数 

・令和２年 ４月（１回） 

・令和２年 ６月（１回） 

・令和２年１０月（１回） 

・令和２年１１月（１回） 

・令和２年１２月（２回） 

・令和３年 ７月（１回） 

・令和３年１０月（１回） 

・令和３年１２月（２回） 

イ 確認方法 

・対面又は電話連絡 

ウ 確認先 

・地元関係者 

・学校関係者 

・交通管理者 

エ 主な回答 

・経路変更に対する特段の意見は挙がっていない。 

・児童の登下校における安全性が向上した。 

・経路変更により，問題やトラブルが生じているとは考えていない。 

・付近道路の走行環境に悪影響は見られない。 

 

（２）交通局による現地調査 

令和２年６月から，交通局職員による現地調査を毎月１回実施 

【主な調査内容及び結果】 

・金閣寺道（北行）停留所におけるバスの混雑状況及び定時性 

 → 著しい車内混雑は発生しておらず，定時性も確保できている。 

・わら天神交差点における走行環境 

 → バス車両による交差点付近での滞留は見られず，スムーズな走行がで 

きている。 

・児童の下校状況 

 → 児童による車道への危険な飛び出し等は見られず，安心・安全な下校 

ができている。 

 


